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千葉県安房地区におけるクロアワビ(iNordotisdiscus (REEVE) ) 

の資源生態的研究

田中邦三・問中種雄・石田 修・坂本 仁

清水利厚 金子f言ー・目黒i育美

まえがき

千葉県沿岸の磯根重要資源としてアワピがあげられ、

クロアワピは、過去10年間の県全体平均漁獲量 765ト

ンの約半数を占め、重要な漁業資源となっている。

このクロアワピ資源をさらに増大させるため、沿岸

漁場開発整備促進法にもとづき、千葉県安房地区であ

る、千倉町、白浜町および館山市布良の沿岸海域を対

象に、昭和52年から 2か年で、大規模増殖場開発事業

調査として実施した。

この事業の目的は、安房地区の天然におけるクロア

ワピの産卵場の造成と、産卵ふ化した稚貝を天然稚貝

場に沈着させ、その稚貝場で生育した幼貝を地区内の

各漁場に移殖してアワピ資源を増夫させ、生産量を高

めようとする乙とにある。

したがって、千葉県のクロアワビの漁場資源生態、

とくに未解明の産卵生態、沈着稚只の生態を究明する

とともに、稚貝場と母貝産卵場を実験的に造成して、

場に適した礁の選択と場の価値付けについて調査し、

事業化に必要なクロアワビの資源生態の把握とモデル

設定のための一般剣の害IJり出しに努め、とりまとめた

ものである。

この報告をとりまとめるにあたり、御指導いただい

た東京水産大学教授、増田辰良博士に厚くお礼申しあ

げます。また、この調査を進めるにあたり御協力をい

ただいた、関係漁業協同組合の各位に御礼申しあげる。

謂査方法

* 調査は、千葉県安房郡千倉町川口、千倉町IIJ口漁業

協同組合地先および、安房郡千倉町自問津ならびに白

浜町乙浜の町境の七ぷ白浜町雨漁業協同組合地先の

それぞれの波砕帯に、稚貝礁および母貝礁を昭和53年1

月に設置し、乙の両試験区にそれぞれ、実験区と対照

区を設けた。この両試験区については、実験礁設置前

にスキューパ治水によって地形および生物相を、また

水深 2mの位置に5ltm角の流向板を付けた海流板なら

びに小野式流速計によって部分流況を求め、さらに地

区全域の流況については、小野式流迷計による2田寺問

の連続観測および、漂流ハガキによる流況推定も試み

た。

水温と塩分および気象海象の変化については千倉町

川口、白関津、白浜町原および館山市布良地先漁港先

端で、関係j也先漁業協同組合に委託し、原則として毎

日l似寺に表面水を 5e型バケツで採水し、 )i'c目盛棒

状水温計で計測し、そーの海水Ti塩分;検定瓶lζ制 (__l*

産試験場!で鶴見精機製、E2型サリノメーターで、検定

した。気象海象は所定の方法に従って記入した。

地形については、民問委託した必nカラー航空写真

から岩礁部分の形状を求めた。

生物調査について、産卵期の推定、』白精度、年令と

成長については、川口および川下両地先漁場のクロア

ワピを毎月 101間体宛採捕または買取りして求めた。さ

らに、漁期中には、各地先の水揚物 100個体を目標に、

毎月 1~ 2回計測した。

アワピの浮遊幼生調査は、北原式定量ネット (xx 

15) ;によq、川口、白関津乙j兵両調査点についてき垂直

曳した後、生体のまま検鏡して求めた。

稚員の生息場所は、間取りの後調査して求め、 i魚場
別のストック量の推計については、関係漁業協同組合

の海士(女)操業日誌、漁業協同組合の個人別水揚伝

票および聞取調査集計表によった。

実験施設およびその周辺の生物相は、施設設置以前

にスキューパ潜水によって枠取り採集し、施設設置後

は、実験礁への調査を行った。

調 査 結 果

I 沿岸環境鵠査

クロアワピを対象にした増殖開発施策を実施する場

* 昭和54年1月、千倉町川口、七浦東部、七浦の 3漁協が合併し千倉町南部漁協となった。
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合、従来、生物生態からの追跡に限られていたが、生

物現象を考えるときは、さらに物理、化学、生物的な

環境をかみ合わすことによって、初めて対象生物の漁

場における位置付けができると考えちれる。

本章では、クロアワピの場の特性を求めるため、地

形と地質、気象、海象の3節に分けて論述した。

1 .位置と地形

a.海岸線の状況

安房地区は房総半島市端部に位置し、三方がj毎で図

まれた黒潮の影響域(図 1-1-1)にある。地['{の

北東部から千倉町白子、瀬戸(図 1-1-2)、千倉、

平館、忽戸、川11、平磯、千田(図 1-1-3)、大

111、白問津(図 Iω1-4 )、千倉町自問津、自浜町

乙浜、塩i甫(図 1 -1-5)、原、野島、白浜、 (図

1-1-6)、川下、長尾、砂取(凶 I-1-7)根本

、御神根、館山市布良(図 1-1-8)および館山市

中目/i兵の17j也先よりなっている。

海岸の平地部は数段の海岸段丘で情成された幅800111

前後の狭少なものである。その背後には、かつての海

食崖が標高約100111にそそり立ち、それらは内陸部の房

総丘陵へ続いている。この丘陵へは海岸から最も遠い

地点でも 5kn可~/JJ: のため、河川は短小で、ある。

主在地質はi尼岩と砂岩の互層および凝灰砂岩で構成

されており、第三紀系、鮮新統、豊岡<w.層群の千倉層

および白浜層と呼ばれている。凝灰質砂岩は海水によ

る侵食作用を強く受け、忽戸、恨本両地先の海岸付近

のように地層が垂直層となっている所では、岩礁列が

界風のように配列され、海中ではサオと称する害I[れ目

となる。{也の地先では地層の傾斜の方向に小規模なケ

スタ (Cuesta)地形を呈して海中では槻を形成してい

る。 海岸地形は典型的な磯浜海岸で、海岸の前而にi皮

食岩盤をめぐらし、小さな出入りに富む。 i吉J~朝線 Fの

海食台の発達が悪いため、夷隅地区のそれと比較する

と、干出する磯および海食台は狭い。安房地区の両端、

白子地先の北{flllには和田浦、相ノ浜地先の西方には平

砂浦という砂浜海岸に接して他地先の磯浜海岸と区切

られている。

この地区は、大jE!2年(1923年)の関東大地震の際

に沿岸が1.6-2.0mも隆起した。

白了I也先から忽戸地先にかけては海岸線がほほき南北

に展開し海に東而する。川口から白問津地先までは北

京から南西へ展開して南東に海を望む。白浜地区では

海に市而し、さらに布良、相/i兵両地先に至ると海岸

線は南北に展開して海に凶而している。

忽戸から根本にかけて岩礁域の海底傾斜は泌~訴と

勾配が強く、白子、千倉、布良、相ノ j兵の各地先では

よ五トLiS5とややゆるやかである。布良地先の南西i中には、

布良瀬と呼ばれるz中出し 17km煽 4kmの潮流の速い大き

な岩礁浅瀬があり、マダカアワビ、メカイアワピの潜

水器漁場となっている。

b.海底の状況

実験漁場のある川口地先の海岸はその前面160-240

m沖に、ほぽ東西に伸びる岩礁列を配して波浪を防い

でいる。この岩礁列からさらに300-400m沖合までの

海底は、岸にrn]って傾斜した小規模なケスタ地形の岩

燥地帯であり、所々にクマと呼ばれる砂地も点在する

クロアワピの好j魚f晶となっている。

このi中には海士逮がミオオグマミと呼んでいる幅50

-80mの、東西に発達する水深12-13111の砂地があり、

さらにそのj中側には、校根i中、高根i中、真口j中など左

称、する岩底の根があって、マダカアワビ、メカイアワ

ピのj魚場となっている。

忽戸寄りの区域では、地層がしゅう曲して、ほぼ垂

直層となり、定向がj中に向かっている。硬軟互層とな

っている地層の朝、層部分が侵食作用を強〈受け、サオ

と呼ばれる納長い害Ijれ目となってi<I'へ向かっている。

もう一つの実験漁場のある七浦漁業協同組合地区の

海岸は、大川地区と白関?幸治、i巷周辺および乙浜漁港寄

りの区域でやや異なっている。乙浜港寄りのともじミと

呼ばれる磯根漁場は、川11地区と同僚に沖合250-500

mに乙浜地区から続いている岩礁列を配している。 111

口地区もこの地区も岩礁列は東に隣接する平磯および

乙浜地区で岸に接し、西側では閉口して船通しとなっ

ている。

ミもじ d魚場は岩礁列の内側の、岸寄りで水深6-9111、岩

礁列の先端部で、水深20mの岩盤底であり、この岩捻は

さらに水深25m付近まで続いている。

岩礁列周辺には海底から 5mもそそり立つようなH音

燃が多数存在し、大小さまざまな転石もあって起伏の

激しい海底地形をなし、クロアワビの好漁場となって

いる。

2.気象

安房地区の気象について、銚子地方気象台館山測候

所および勝浦測候所の昭和44年 1月から 53年12月に至

る10年間の資料1在、調査海成周辺のそれは、千倉町川

口、七浦、白浜町および館山市布良の4漁業協同組合

(図 1-2 -1)に委託し、昭和5:W2月から可能者限り毎

日観測すると同時に夷隣地区の勝浦市川津、鵜原およ

び東安房地区の天津小淡町浜荻、鴨川市太海の4漁業

協同組合地区の資料も加昧した。
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調査項目は、気温、日照時間、降水量、風向、風速

である。

8 

4。
9 

3 
0 

1 館山測候所

2 ，署清志1候所
3 千倉雄犠気象観測所

4 憐'"地'"気象観田所
5 111津
6 鴫原
7 奥津(田清検淘所)
8 .迄荻

9 太 j毎

10 Il/仁1
11 平磯(千葉県水産試験鳩)

目 白 問 浄
13 白浜

H 野島崎
15 布良

15 よ〆1JO

図1-2-1 気象・海象観測調査位置

a.気温

館山、勝浦両ifil)候所の観測結果のうち日平均気温、

日最高気温、日最低気温、日平均風速、日照時間、降

水量について旬別年'_)]1)に付表 1-2-1~12に示した。さ

らに月別の最多風向、最大風速、間風向、風速10"'!s以上

の強風日数、日照時間率、降水量3白nm以上の雨天日数

を加えて付表1-2-13~24に示した。また、これらをま

とめて、気候表(表1-2-1 )にした。 8漁業協同組

合地区の観測結果は付表1-2 -25、26にまとめた。

気温の月別変化は、図1-2-2、表1-2 ・ 1~2のとおり

である。図中、千倉および鴨川の月別気温は、両測候

所の委託観測jの結果である。平均気温は館山、千倉、

勝浦地IRとも、 1月に6.0、6.4、6.l'Cと最低を示し、 2

月以降徐々に上昇して 8月には25.8、26.3、25.O'Cと最

高となり、以降急に下降傾向となり秋から冬に移行す

る。勝浦の平均気温を館山のそれと比較すると、 1~3

月はほぼ同ピであるが6~8 月に 1'C ほど低く経過し、 11

~12月には逆に若干高目となっている。年間平均では勝

浦15.2'C、館山15.4'Cと大きな差はない。千倉、鴨川両
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図1-2・2 各地の気温変化
・:館山。:千倉..勝浦企'鴨川
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2 

地区とも同様の変化を示し、年間平均では、それぞれ

15.9、15.8'Cとなり館山、勝浦のそれより高い。

最高、最低気温についてみると、月耳1)の最高では、

いづれの地区とも 1σc以上幸示し、 5月から 10月の聞

は20'C以上になり、年間最高は 8月に30'Cとなる。

最低気視では 1~ 2月に最も低く、館山O.6'C、千倉

l.4'C、鴨川l.2'C 、臨甫 2. O'C を示し、 7~8月では 20'む以

上となる。最高気温のマー平均l土、館山19ι、千倉20.2、

鴨川20.1、勝浦18:8'C、最低はそれぞれ1l.0、1l.6、111.6、

1l. 8'Cとなり、日変化の総平均を表わす年平均最高、

最低気温の差は、それぞれ8.8、8.6、8.7，7.O'Cである。

勝浦は千倉、鴨川に比べ夏場の最高気温が低いため

日変化l土小さく、千倉、鴨川lでは館山に比べ日変化に

差はないが年間を通ヒて最高最低平均気温が若干高い

傾向である。すなわち、ごの地区は三方海に面し、地

形や黒潮の影響を受け冬季には寒さが緩和され、とく

に布良から白浜にかけては厳寒の 1~ 2月でも降霜を

みるごとは珍しく、暖冬i京夏地帯であると云える。

b.日照時間

月平均の日R百時間は、 14佃寺間以上であり、特に夏に

高い傾向がみられ、年間平均のそれでは、館山216佃寺

問、勝浦214創寺聞と両者に差はなく、本県の中位に属

する。さらに日照率は冬期12~ 1 月で60~57% と高〈、

梅雨期の 6 月は32~33% と最も低い(表 1 -2-1)。

C.降水量

降水量は、図1-2-3、および表1-2-1に示した。年間

降水量は銭山 1271~ 2045mm、鴨川 1237~ 224加、日新甫

1267~ 231lmmといずれも年による変動が大きい。年平

均ではそれぞれ1726、1786、1862romの他、昭和53年を

除く千倉で1894mmとなっている。一般的に東京湾側よ

り太平洋側の3地区で若干多い。

月別にみると 12月から 2月にかけては西高東低の気

圧配置と在り表日本は晴天が続くため、 10白1m以下と

少ないが、 3月は低気圧の通過が多く、 6月は本州南

300 
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回

。
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図1-2-3 館山における降水量
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表 I-2-1 気候表
館山側候所 ('69-'78)

項ー-目、z 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年間

日平均気温℃ 6.0 6.4 8.5 13.9 17.9 20.9 24.4 25.8 22.8 17.3 12.8 8.1 15.4 

日最高 ゐ 10.8 11.1 13.2 18.0 22.1 24.3 28.1 30.0 27.0 21.9 17.5 13.2 19.8 

日最低 ゐ 0.6 1.2 3.3 9.3 13.5 17.7 21.2 22.4 19.1 13.0 7.8 2.3 11.0 

降水量 111m 83.7 104.0 148.2 150.7 141.3 212.9 129.0 107.5 206.4 218.4 138.9 85.0 1726.0 

日照時間 h 177.3 153.8 185.0 174.1 215.0 142.5 213.1 242.0 174.8 143.1 159.4 180.9 2161. 0 

日照率 % 57 50 50 45 50 33 48 58 47 40 52 60 49 

日平均風速% 2.9 2.8 2.9 3.3 3.0 2.8 3.1 3.1 2.6 2.3 2.6 2.7 2.8 

最大風速起q年s 
'70 '74 '74 '69 '72 '69 '69 '72 '71 '76 '70 '69 '71. 9 

16.8 16.5 16.7 15.3 13.0 13.3 13.2 14.7 17.7 13.0 14.5 14.8 17.7 
丹

同 風 向 SSE SW WSW S SW SSW SSW NW NW SSW NNW SW NW 
最多風向 NNE NNE N SW SSW SW SW SW SW NNE NNE SSE SW 

勝浦測候所 ('69-'78)

項rIIIr---- I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年間

日平均気温℃ 6.1 6.4 8.5 13.7 17.5 20.2 23.3 25.0 22.6 17.7 13.2 8.6 15.2 

日最高 q 10.5 10.6 12.5 16.8 20.7 22.9 26.2 28.2 25.9 21.4 17.2 13.1 18.8 

日最低 q 2.0 2.3 4.4 10.1 14.1 17.6 20.8 22.5 19.8 14.4 9.3 4.3 11.8 
降水量棚 91.7 116.2 162.5 165.2 157.1 210.4 113.2 122.2 218.2 239.5 157.9 107.8 1861.9 
日照時間 h 183.0 153.4 184.3 172.9 211.4 140.9 202.6 236.7 179.0 147.6 155.1 181.1 2148.0 
日目置率% 59 50 50 44 49 33 46 57 48 42 50 60 49 

日平均風速 4.6 4.6 4.4 4.3 3.6 3.2 3.0 3.3 3.5 4.0 4.3 4.4 3.9 

最大風速号ア
'75 ， 69.'78 '72 '69 '71 '69 '71 '69 '71 '76 '74 '69.'70 '69.4 月

19.5 

5N15NN 9E W .2 

17.5 21.3 15.8 18.3 15.2 17.5 21.0 16.2 17.0 16.7 21.3 

同風向 S N S SSW S SW SSW SSW NW SSW SSW 塁~W SSW 

最多風向 NNW NNW N NNE SW SSW SSW N N N N N 

表 I-2-2 千倉・鴨川の月別気温

地名 瓦百一~J空 1 2 3 4 5 

千 日平均気温℃ 6.4 7.0 8.8 14.4 18.3 

日最高 。 11.3 11.8 13.8 18.8 22.8 
倉 日最低 q 1.4 2.2 3.8 9.9 13.8 

平島 日平均気温℃ 6.2 6.5 8.7 14.3 18.4 
日最高 。 11.2 11.3 13.5 18.5 22.6 

]11 日最低 q 1.2 1.8 4.0 10.0 14.2 

岸に停滞する梅雨前線の影響で、また 9~10月は熱帯

性低気圧や台風の影響で20伽m以上と多く、特に目立

った量となっている。ごの時期はアワピの産卵初期に

かかっている。

6 7 8 9 10 11 12 年間

21.2 24.6 26.3 23.6 18.3 13.5 8.5 15.9 
24.7 28.1 30.0 27目4 22.3 17.9 13.6 20.2 
17.7 21.1 22.6 19.8 14.3 9目。 3.3 11.6 

21.4 24.6 26.3 23.6 18.2 13.3 8.4 15.8 
24.6 28.1 30.1 27.5 22.4 17.8 13.4 20.1 
18.1 21.1 22.6 19.7 14.1 8.8 3.3 11.6 

千倉 '69........'77 鴎川 '69-'78('69目 '11.'78.1月欠測)

過去10年間で特異な例として昭和52年 8月は冷夏と

長雨が記録された。こかは、夏の太平洋高気圧の勢力

が弱く、閉塞前線が日本の南岸に長期間停滞したため

である。また、昭和53年は、最も降水量の少ない年で

あった。



d.風向

館山、勝浦の季節別風向組成を表1-2・3、図1-2-4 

に示した。勝j甫の最多風向は館山に比べ一定方向から

の風が多く、 1:f.lfNNE-NNW、S-SWの2方向に大

別され、北寄りの風は秋から春に著しく、南寄りの風

は夏に卓越する。貧富山では春から夏lこSE--8Wの南寄り

の風か、夏にはSWが卓越する。秋から冬にかけてN、

NNEが著しく、SSE、WSW、SWの風も目立ち、勝浦よ

り多方向性となっている。安房地区の年間最多風向は

SSEである。季節別には、春(3-5月)はE、SSE、

9 

SWの出現率が同等で、夏(6-8月)はSWが顕著

である。秋から冬(9-12月)にかけては、N、NNE

が卓越するが、SSEの風向もかなり多く、周年を通して

出現率l主高くなっている。

各地区の風向頻度は付表 1-2 -25に示すとおりであ

る。この地区では、春に川口でNEが、自問津と白浜は

E、SWが卓越している。夏は川口と白関j章でNE、E、

Sの出現率が高〈、白浜ではE、SE、布良ではSとなっ

ている。 10--12月は白間津と布良でNEが卓越してい

る。

表 1-2-3 館山・勝浦の四季別風向組成

主地竺節¥週
最 多 風 向 最 大 風 向

春 夏 秋 j1_ 、 年 関 春 夏 秋 糸、 年 関

周
名 告器 鎗山 勝浦 館山勝i甫 館山 勝浦 館山勝i甫 館山勝j甫 自器 館山勝j甫 館山 勝浦 館山勝j甫
向

E 1 3 4 l 1 
ESE 1 I 

SE 2 1 I 4 1 l 

SSE 6 2 7 11 26 1 1 2 1 l 2 4 
S 1 1 2 1 4 1 3 11 2 9 7 4 5 31 

SSW 5 4 4 11 1 9 16 9 12 9 12 6 10 3 11 27 45 
SW 8 3 17 11 5 30 14 11 6 16 6 8 5 7 6 42 23 

WSW l 2 5 8 3 5 1 8 6 16 7 
W 1 l 3 11 14 

WNW  l 1 1 2 1 
NW 1 l 2 1 4 l 

NNW 6 6 17 29 2 2 2 2 1 1 5 5 
N 3 10 3 4 21 4 13 11 47 2 3 2 3 

NNE 3 6 I 5 9 2 9 22 13 1 1 2 
NE l 1 

ENE 1 1 1 

言十 32 30 30 30 30 30 30 30 122120 31 30 30 30 30 31 32 30 123121 

e.風速

風速は一般に地形や障害物の影響により、内陸地方

では弱〈、海岸地方の場合と若干異なると思われるが、

過去10年間の年平均風速は、館山 2.3-3.3'弛(平均

2.8 ")ち)勝浦3.0-4.6")も(平均3.9弘)となり、館山で

は比較的穏やかである。勝浦では11-4月までの風速

は 4.0'誌を越え、この期間の風が強い。

また、強風日数について館山市宮崎では、表1-2-4 

に、両測候所の資料は付表1-2・141こ示した。付表から

吉富山における昭和44-48年の平均では44日となり、 49

年以降の21日に比べ著しく高い。勝浦では、昭和44年

(昭和((-53年の月別最多風向，最大風速時風向より)

から 5年間は67目、昭和49年介ら 5カ年は41日と館山に

比べ著しく多い。富l崎(布良)、館山、勝浦の3地区

とも冬~春期に多く、布良では 128日と年間の3i以上

に逮し、次いで勝浦、館山の瀬に会ぃ。つまり、外洋

に面した治岸ほど強風日数が多い傾向である。

最大風速の季節変化は、 I:f.lf平均風速の変化と伺様

の傾向を示しているが、 8-10月には台風および熱帯

性低気圧の影響とみられる強風が観測される。過去10

年間の記録では、館山はNW17.7鳴(昭和46年9月)、

勝浦ではSS W21.3鳴 (8召和44年4月)がある。
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1 N月 4 月 7 月 10 月

-w 

2
S

月 5 月 8 月 11 月

3 月 6 月 9 月 12 月

4 月 7 月

5 月 8 月

6 月 9 月

図 1-2-4 館山，勝浦測候所JÆ\向頻度(昭和44~53年 10年平均)
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表 1-2-4 月別強風日数

f.安房地区の一般概況

以上の資料にもとづく結果から、ごの地区の一般慨

j兄li次のようにまとめられる。

安房地区は、房総半島南部に位置し、三方海に固ま

れ、地形や黒潮の影響を受け、冬期には寒さが緩和さ

れ、特に布良から白浜町にかけては厳寒の 1-2月で

あっても降霜をみることは極めて珍らしく、暖冬涼夏

の地区となっている。この時期は、西高東低の冬型の

気圧配置となるため降水量は少なく、北寄りの風が炊

き空気は乾燥して晴天の日が続く。

初春は寒い日もあるが、気温は三寒凶温の変化をく

り返しつつ徐々に上昇し、南よりの強風(春一番)が

吹き 4月も半ばを過ぎると急に昇温するか天候l土変り

易い。 6月から 7月初jめにかけては、本州南岸に停滞

する梅雨前線の影響で温暖多混となり、降水量は増加

し日照時間は著しく減少する。しかし、盛夏になると

太平洋高気圧の勢力が強くなり、天気は安定し気温は

高くなる。

初秋の気温l土2(fC以上と高く残暑は続くが、その後

順次下降し冬へ移行する。また、 9-10月は熱帯性低

気圧や台風の影響で降水量は増加し、特に 10月は多雨

期と在り日照時間は 6月に次いで少なくなっている。

3.海象

当地区は太平洋lこ突出した半島先端部でi中に黒潮が

流れ暖流域にあたる。

千倉町平磯の年平均水温は18.oCであり、句別の最

高水温は9月上告]の24.2'Cで、最低は 2-3月で14.3

℃にとどまっている(付表 1-3-1、図1-3 -1)。

塩分濃度は、l外洋に爾しているため、 34弘前後である

ことが多く、降雨等によって一時的に低かんとなるこ

とがあるが、後背地からの淡水流入量が少ないため、

短日時で高かんに戻る。

波浪は観測資料か乏しく一概には言えないれ東京湾

口に近い布良での年間平均波高liO.56mで、本JII中南

部太平洋岸の師の中ではかなり低い値である。秋季に

は台風や熱帯性低気圧からのうねりが土用波となって

打ち寄せ、沿岸は高波に見舞われることが多い。

縦十年数

40 

40 

( ，房!IIの自然J1974(1'より)

a.水混・塩分

外房海域に展開する布良から太東岬までの磯根は絶

好のアワビ漁場となっている。この漁場は水深30-40

m以浅に形成され、その主体は海士(女)によって漁獲

される水深20m以浅の海域である。
1) V 

外房における水温・塩分に関する報告は、吉原、二

宮1田中他"等があり、沖合観測については千葉水試釘

がまとめている。しかし、これらの中間域にあるアワ

ビ漁場の把握は少なく、この海域の特性については検

討されていない。

本報告は布良から勝浦まで9J也点の沿岸定地観測資

料と沖合海洋観iW股料をもとに、沿岸地峡の環境特性

について考察した。

) .水 j昆

調査点は、布良・白浜・自問津・平磯・太j毎.i兵荻・

興津・鵜原・ 111i宰の 9地区であり、興津、平磯の雨地

区はそれぞれ勝浦検I判所、千葉県水産試験場の昭和42

( 1967)年 6月および同年4月から昭和田(1978)司12月

までの資料によったほか、布良一川津の7地区は、川

津地医を除いて昭和52(1977)年 2月以降から 53年12月

の聞であり、川津は昭和50(1975)年8月以降の観測資

料によった。これらの結果は各地区別に旬別水温とし

て付表 1-3-1-3に示した。

平磯、興津の過去12年間の年平均水温の変化を凶1-

3-11二、句別平均水温を図 1-3 -21こ旬日1)年度別水温を

図1-3-3に示した。

年平均水温は、平磯で18.0-19.(fC、興津では17.2

-18目3'Cの間で変化し、平均水温はそれぞれ18.6、17.9

℃となった。このように両地区では年間平均水温に差

はあるが、昭和44(1969)年を除いてこの変化は類似し

ている。平磯、興津間のこの水温差は 1-3月に0.8-

9

8

 

1

1

 

水
温
(
℃ ~....~._-o........_.....fr'-" ...o......'tl-..__^ ~ß.... 

v 一 司・.-' 司。
、"〆17 

1968 1970 
図I・3・l

1972 1974 1976 1978年

興津・平磯の年平均水温
O'興津・:平磯 ，，'川誇
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1. 6'cと最も大きく現われ、 6~ 8月には差は認められ

なく在るが、 9~12月の水温下降期には再ひε0.4~ 1. 3'C

と興津が低〈、平磯に比べ i旬ほど早く水温が降下し

てゆく。また、旬別平均水混の偏差値が士1.50'ctt上
の期間は、興津で 6 月中旬~8月下旬に、平磯では 6

月中旬~9 月中旬、 11月中旬~12月上旬、 1月上旬に

あり、平磯地先が水温変動の著しいことを示している。

さらに、両地区とも平均句別水温は 2~ 3月の最低水

温期、 6月の上昇期に停滞し、その後 8月にも再び停

滞の傾向を示した。

25 

水

20 

温
(
℃ / 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

図I・3-2 興津・平磯の旬別水嵐
0 興津 ・・平磯 (1967-78年平均)

また、乙のような年平均水温の変化は、両地区の年

別旬別水温(図1-3-3)にも現われ、水温変動は類似

している。しかし、年による変動の様式は多様である。

これらの地区について、水温変動の著しい夏季につ

いて分類すると、昭和48、49('73、，74)両年の比較的

緩い変化、 43、45、52、53(， 68、，70、， 77、，78)各年の

6月に停滞期があった後 7月以降緩い変化をする年、

42、44、47C67、'69、'72)各年の 6月の停滞期後 7月

から著しい変化をする年、 46、50、51C7l、 '75、'76)

各年の 7月まで停滞期があり、冷夏の年などに類型化

される。

過去12年間の旬別最高水温は、昭和42(1967)年 8月

上旬、平磯地先で27.3'C、興津26.3'Cとなり、最低は

それぞれ昭和45、48(70、'73)両年 2月上旬13.fcと

52 (' 77)年 2月中旬11.2'cであった。

昭和52、53両年の各地区の水温変化を図 1-3-4、子

3・5に示した。各地区とも変化動向l土類似しており、

これは前述した平磯、興津地区の年変化と同様である。

昭和53年の年平均水温はそれぞれ布良19.1、白間津

18.5、平磯18.4、太海18.2、j兵荻18.4、奥津19.1、鵜

原19.0、川津18.3'Cである。

これらの水温変動について、昭和52年4月上旬およ

び53年 6月中、下旬には、各地とも異常者水温変動が

みられた。すijわち、前者の場合、急上昇がみられ、

南部の地区ほどその変動巾が大きく、白浜では 3月下

旬13.6'Cだったものが4月中旬には18.5'Cまで上昇し

ている。また、後者の場合は逆に水温は急、下降を示し、

北部の地区ほど著しく、川津では 6月上旬19.fcから

6月下旬15目9'Cの例があるが、この時期、南部の布良

ではその傾向はみられていない。この水温上昇現象は

房総半島南端野島崎の南方25i室付近まで黒潮流軸が接

岸したためと考えられ、一方、低下のそれは、遠J'11灘

j中の大型冷水塊の一部が房総海域に現われたためとみ

られる。この冷潮出現時期には南西の風が持続してお

り布良で低下することなくi中の北上流に乗って北部で

接岸したとみられる。

アワビ漁場主の比較では、白浜、白問津聞の乙浜地

先漁場での観測結果から、白浜で十0.9'C(-0.6~十

1. 4'C)、白間津では平均十1.8'C (+1.1~+2.4'C) 1: 

それぞれアワピ漁場で高水温となる(図1-3 -6)。

付図1-3-1に示した房総海域の月別平均水温の水平

分布から平磯j中SE20km点の水深Om、50mの水温を読み

取り、乙れを沖合水温として平磯の沿岸地先のそれと

比較した(図1-3-7)。 沖合表面水温は平磯地先と比

べ高温に経過し、その水温差は 1、8月にそれぞれ3.0、

2.6'Cと最も大きい。また、最高水温期は、沖合では 8

月、平磯で 9月と 1か月のずれを生むているが、それ

ぞれは、類似の傾向を示し刀いる。沖合水深5白nの水

温については、 5~ 9月の問で平磯地先のそれより低

〈、 11~ 3月には沖合 Omのそれと略同様でかつ平磁

のそれより高い。また、平磯における月別最高最低水

温の差は5~10'C 、 1 月に 3'C以上と大きく、このこと

は図1-3-3に示した旬lJrJ水温の変化をみても明らかな

ように、昇温期にむける水温停滞や、夏の著しい降温

現象があるためである。各地点とも外洋に面している

ことから沖合水と気温の影響によって水温が変動し、

勝浦以南の地域で、夏の降温現象の要因は深層水のj勇

昇の他に冷水塊の影響も考えられる。 1月の年による

温度較差の著しい現象は、この地先の水温が沖合水に

比べ、気温による影響を強〈受けて温度が降下してい
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図 1-3・7 平磯地先水温(1967.4~1978 目 12) と
平磯南東20km沖合水温(1964.4~1974.3)

平磁地先 企:沖合表面 白:沖合水深50m
f-'・_O-i昨 4・平磯地先平均水温、最高・最低、

3 2 

る時期に温度の高い沖合水が接岸するためとみられる。

また、夏には南西風が卓越し、さらに気温による影

響があって沿岸水は高温になるが、沖合の冷水域や底

層水のi勇昇によって水温が急、に降下するとみられる。

アワピ漁場の水温は、冬は地先水温より 1~ 2'C正;j

く変化し、夏は地先水温と同様であるものの湧昇等の

現象で若干低い傾向にあると考えられる。

昭和53年の各地先の旬別平均水温と地区毎の較差を
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岡1-3・81こ示した。各地区とも漁港先端での採水観測の

ため、場所による影響があるとみられるが、年間の水混

変化では川津、鵜原、平磯、白浜地区で冬に高く夏に

低い傾向となる。興津、自問津、布良では、冬低く夏

高い変化を示しており、各地先の沖合水の影響の強弱

を示している。 地区別にみると鵜原、白浜で高日であ

り、興津では低日となるが、浜荻、白間津では全地区

の平均値に近い値を示している。川j章、布良では冬季、

平均値に近いが夏は川津で低く、布良では著しく高い。

一方、太海で、は季節によら Fその変化は不安定である。

15 

で水温が他地区とやや異なっている。

布良は外房海域で、西には洲の崎を経て東京湾口が

閉口し、更に西に相模湾を擁しており、地先は沖合10

kmlこ及ぷ布良瀬によって白浜以東の地区と以西の地区

が水域的に区分されると考えられ、布良での夏季の高

水温現象は、白浜地区のそれとは異なった水域である

ことを裏付けている。

外房沿岸のアワビ漁場を地先水温ならびに沖合水温

の分布から類型化すると、九十九里沿岸水ならびに夷

隅川の影響域である川津など夷隅北部地反、相撲、東

京両湾の影響を受けるとみられる布良地区、沖合水の

川津 影響の強い鵜原、白浜地域、沖合ノjくの反流域に入る自

関津~天j幸I也域、岬状に突出しているため北、南部i毎

絡原 域の影響を受ける太海地区に大別される。

舟史的には、地形的に房総海域における沿岸水の動
+1 
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興津

...........-、

1
0
1
 

+
 

浜荻

十 1
0 

-1 

太海

1
0
1
 

+
一

平磯

1
0
1
 

十

一 白間津

三竺主と白浜

布良

2 4 6 10 12月8 

図1-3-8 各地旬別水温の総平均からの偏差

これらの現象について沖合水温と地先観測点をあわせ

てみると次のように考察される。

川津で夏期に低温となるのは、この時期に九十九里浜

沿岸の低水温水塊、および夷隅川の影響を受けるため

とみられ、鵜原、臼j兵における高温現象は、両地区に

沖合ホ(暖水系)が接岸することが多いためとみられ

る。また、鵜原と隣接している輿湾では、低水混傾向

を示しているが、ここは、東に閉口している小湾である

るうえ、流入河川があって、湾全体が滞留践を形成して

いるためとみられる。白間津から天津までは地理的に

は九十九里浜と同様な半月状を呈する地域で、東または

北上する沖合水の反流域になるとみられ、平均水温も

18.2-18.5'Cと略等しい。しかし、仰をもった太海地先

態は黒潮流紬の形態によって支配されるとみられるが、

アワビ漁場のような怪〈沿岸域の水読については、夏、

冬期は、気温の影響を受けて、それぞれ昇、降視する

が、!員やj皮i良によってi中合ノjくやi勇昇した低温水が後岸

するために、温度変化が起りやすい。

ii -塩分

川津、鵜原、興津、 i兵荻、太海、白問津、白浜、布

良の 8地区について観測し、旬別塩分を付表 1-3-4、

図1-3-9に示した。興津を除く 7地区は地区漁業協同

組合に委託し水温観測時に採水し、塩分検定立鶴見精

機製サリノメーターを利用し水産試験場で実泡した。

IREi事については勝浦検潮所の比重観測結果を換算した。

川津は、昭和50:!'8月から、他地区は昭和 5η2年カか3ら

の資料でいず

観I測目則rJj地也点はいずず、jれ1も太平;洋芋i討沿{G}岸てで、あるにも占か、カか、わらず、

塩分は一保lでなく fr-品、よび季節による変動が著しい。こ

れは、沿岸浅海域であるためで、図1-3-10の館1I1、勝

浦両測候所の降水量の変化と良く一致している。昭和

52年 3月下旬-4月中旬、 6月下旬、 8月下旬、 9月

下旬-10月上旬に各地ともそれぞれ低ままとなっている。

また、この期間には100引を越す降水量を示す旬が多

い。昭和53年は前年に比べ高献で推移し、太海，]11津で

は年聞を通じて位協台であった。昭和53年の年間降雨量

は館Li!l271mm、勝浦1267mmと過去10年間で最低であっ

たことによるものとみられる。布良、自問津地先では

33%，。台[こまで低下した旬がそれぞれ 4-5回みられ、

河川水等の陸水の影響を受けたとみられる。川津につ

いては、昭和51年ーから 53年までのT-Sダイヤグラム

を図 1-3-11に示した。例年では 3月下旬-4月中

旬に降水による一時的な低齢期があるものの 1-5月
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は比較的高かんで推移し、 6 月下旬~7 月上旬には梅

雨による低餓傾向を示しその後 8月上旬まで塩分が高

餓傾向をもつが、以降10月にかけて台風や秋雨前線に

よる降雨で漸次低献となり、 10月前後に最低{査を示し、

冬場に入って高鹸になる。昭和52年8月下旬の塩分低

下は、乙の年の太平洋高気圧が例年に比べ弱〈、日本

南岸i中に前線が停滞したため、夏の異常な長雨になり

低鹸化したものとみられる。

このように、各調査点とも降雨によって一時低鹸水

となっても、小河川が多いため、後背地からの陸水流

入量が少なく、外洋に面しているごとから、短時日で

高齢に戻り 34%，揃後の塩分になる。また、冬季高鹸で

夏季低鹸となる年変動は黒潮影響域の特徴を示してい

るとみられる。
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沖合観測資料引から求めた塩分を付図1'3'21こ示し

た。 118岸 5kmの沿岸域の塩分変動をみると、銚子九十

九里沿岸で周年低献であるのに対し、勝浦以南では 1

月に最も高く、 11~ 5月までは34.5%，佐越える。 7、

8月には34.L'l長前後に下り、 9月に33.7%，訓後と最低

1直を示して冬季高献になってくる。また、過去の最高

最低値から、沿岸域で低献な 7、9、10月にその差は

0.6-2.0%。と大きく、高鹸な 12~3 月、 5 月には0.2~0

.5%0"である。

iii.文献
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2)吉原友吉:小湊実験場における海洋観測と気象観
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-1I、千葉県沿岸定地水温の類型化、千葉県水産試

験場研究報告、 33、pP 39~58 (1974) 

4)千葉県水産試験場:昭和50・51年度大規模増殖場

開発事業調査結果報告書(夷隅地区:クロアワピ)

千葉水試業績回、 PP1~102 (1977) 

5)千葉県水産試験場:第4回関東・東海プロック水

産海洋連絡会資料(1975) 

b.波 i良
j皮浪は、風によるもの(風浪)と低気圧に由来する

うねりがあり、乙れらについて昭和50(1975)年から昭

和53(1978)年にいたる野島崎航路標識事務所の目視観

測の資料を図1-3ー 12にまとめた。うねりは9月に最

も高〈階級値 5 におよぶが他の月は 2~4の問でほぼ

同様でありこの中で 5、6、7、12月が比較的穏やか

である。風浪は、 1、11月に高く、 6、7月に低い。

静穏な時期はうねりも穏やかである。

野島崎の両側にある川口、布良地区では、付表I

17 

3-5に月別頻度を表示した。布良地区の昭和53年の

平均波高は0.69mと富崎の平均波高0.56mに比べて大

きな差がない。川口、布良両地区で 7mを越える波高

は4回観測されているが、これらは地形的な要因が考

えられる。さらに、昭和49(1974)年 6月から 51年12

月にかけて、平磯漁港前の目視観測の結果のうち》比

較的大きな波について表1-3ー 1に表示した。

表 1-3ー1 平磯漁港前における波浪

日 時 i皮品 周期 備 考
m 秒

昭和50年8月23臼 5 台風6号

51年7月16日 5 11 。9号

。年7月17日 4 13 。9号

C.流況

クロアワビの浮遊幼生がどのように移送沈着し天然

の稚貝場を形成するかについては、解明された資料が

ない。陸上で行われている採卵飼育の結果から、浮遊

幼生が自走能力の極めて少ないとみられる点から、安

房地区の沿岸流況に左右されると考え、これを把握し

稚貝沈着の可能性を検討した。

流況観測およびf亘流図の作成l土、株式会社ジャパン

テクノロジに委託し、産卵期の昭和52年12月6日から

同月 8日にかけて、図1-3ー 16の位置について、 St

4、9を除く St.1 ~12の 8定点について、海面下 2

m 1層、 St.4、 9は海面下 2mおよび海底上 2mの

2層に小野式司速計を14台設置し、 1昼夜 (2時間)

連続の自記観測をしたcさらに、稚貝場について;自記流

向流速計により昭和53年 12月 15~22日にかけてパシィ

フイツク航業KKに委託1てf亘流を求めた。また、沖

合流況については、漂流ハガキを用い、昭和52年 5月

23、28日および6月4日に白浜町野島沖、館山市布良

j中、平砂i甫i中でポリセロパックに封入したハガキを 1

点 1回当り 10()枚計90()枚を水産試験場調査船「わかし

む」により放流した。さらに、実験礁の周辺である千

倉町川口と千倉、白浜町堺の乙浜港周辺、野島崎から

平砂浦での布良瀬周辺の極沿岸流について、また、千

倉町白子 ι 忽戸にいたる流れについて50四四方の流向

板を備えた海流板による方法で調査した。

I .安房地区における沖合流況

漂流ハガキによる流況調査の場合、風の影響が十分

考えられるのでこの影響を軽減するため、乾燥砂20gr

を封入し、袋が垂直になるようにした。放流時は大潮

から次の大潮に至る半月間であり、その結果は図1.3 
13~15に掲げたとおりである。
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りi預に沿ってィ'1'出しする傾向となっている。

布良瀬に収敬した沿岸水は、潮目に沿って沖へ移動

してゆき、黒潮の北上流の影響を受けて千葉県沿岸沖

合を北上し、一部は北端の銚子を越えて茨城県沿岸へ

漂着し、県内では九十九里沿岸の旭市、野栄町、九十

この地区の流況は、布良瀬を中心に沿岸流が北から

南下する傾向があり、布良i績の上では、多くの3易合i朝

目が形成され、 i領に沿ってi中合へ南下する傾向がある。

布良i額以jlliの場合は、 度平砂j甫に沿って伊戸の方へ

西進したのち、 i中へ出て東進傾向となり、布良瀬に至
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図1-3-15 漂流ハガキ放流点と漂着地の関係

(1977.6.4放流)

九里町、白子町へ、夷隅地I?_{_では勝浦市、東安房地区

では小湊、和田へ漂着している。

これは、北上流に対する反流が沿岸に存在するため

とみられ、田中他あ報告および、千葉県水産試験場の

同海域の漂流ピンによる漂着手占采，-主一致している。

しかし、この傾向も黒潮の勢力によって必ずしも同じ

とは限らず絶えず変動しているとみられるが、大局的

にみて、この傾向は変らないものと考えられる。

11 安房地区の沿岸流i兄

沿岸の流況については図1-3-16のとおり検流誌

を設置し、千田 (SI. 9) t，'よび乙j兵(SI. 4)につい

ては水深 2m層と海底上 2m層の 2層、川下(S 1. 1) 

から川口(SI. 12)にいたる 8定 点 ( SI. 5欠)につ

いては、 2m層 l点の小野式検流器を、産卵期の52年

12月 7~ 8日の両日に亘って設置し自記記録させたも

のである。

記録された資料から、 N、E分速に分解し、潮流曲

線を画きこれから日周期、半日周期、又日周期j潮流を

求め、これらと恒流(定常流)成分が調和分解によっ

て求められる。

その結果、この海域の 12月 7~8 日の時点における

恒流は図 1-3ー 17に示したとおりとなる。図から多

くの場合、南下流となっており白問津(SI.8)、原(SI

g)および川下(SI. 1)で岸に向う傾向がある。底

層流については、千田(SI.g)ではj中出しの方向(156
0

)

であり、乙浜 (SI.4)でも若干j中方向 (207
0

)と

.8t .12 

.8t.9 
.8t .11 

刷町、千-四，，:~!..r，港5学EJ・8t . 8 

千倉

N~ 
• st . 4 

‘ 
φ・0・8t. 3 

臼測 マgfs
腎ぷ:恥

。 3km 2 

川下 3.・st.1 

図 1-3・16 潮流滋tl点位置(1977.12.6~8調査)

なっているが、流速は、それぞれ 4、 6cm，4;ec主少なし}

傾向となっている。恒流の流速について、この地区は

原沖合の SI.4および乙浜灯台前SI.7がそれぞれ15.6

10.9cm/secと速いが乙浜 (SI .6)、原 (SI.3)およ

び川下が 8~ gc"!ベ"と SI7、4に次いで早い。

以上の恒流流速の速い地先は乙j兵灯台前からJJI下に

かけてみられ、白間j章以北では 2~4匂Ise cと緩やかな

流れとなっている。

潮型についてみるに、日周潮 (M，)と半日周潮 (M，)

の比で求め、その値が0.5未満を半日周潮型、1.5未満

を混合型、1.5以上を日周潮型と表わすと、乙j兵~川下

の地先と川口は0 目 31~1.49で混合型を示し、乙浜灯台

から千田にかけては日周潮型となっている。

潮流楕円から潮流の主流を潮流楕円の長軸方向とみ

てその時の最大流速を求めると表1-3-2のとおり

となる。この地区の流況については、乙浜から川下に

かけては満潮時を中心に前後 1時間の問に流速が最大

となり西流15-41cm/occ;が現われている。乙浜以東の千

倉沿岸では、干潮後 2~ 3時間頃に最強となっている。

つまり、午前の干潮 2時間後に最強南西流15~29明/聞

と午後の干潮3時間後に北東流10-31'胴長eCが現われて

いる。
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iii.布良瀬周辺の部分流況

布良瀬は水深1伽1のi頼がi中出し2.5km、水深4伽1線が

6.81叩におよび半島南端に張り出している。この地区の

野島崎から平砂浦にかけての流況は、 i毎流板詞査の結

果、図 1-3・18に示したとおりとなった。野島から

布良瀬にかけては、沿岸に沿って西進し、布良瀬に至

る傾向があり、平砂浦海域では、やはり西方への緩や

か在流れが観測されている。さらに、布良瀬の上では

潮目ができることが多く、海耐反もその潮目に沿って

移動しi中出しの傾向となる。また、このi頼の上にi朝日

を形成しないときは、 i額の西から瀬を越えて東方へか

なり速い潮流を観測したが、その場合も瀬の上から南

東方へi中出しする流れとなっている。

lV.天然稚貝場の部分流j兄

7. JlI口・乙浜実験礁周辺の流況

図1-3 -19に示したとおり、海流板調査の結果、

天然稚貝場である両地区の水深 2mの流況は干満潮に

よって極めて複雑な樹呈を示している。

乙浜地区については、沖合水深1白11域まで、は速い南

西流が観測され、その岸ffftiでは複雑在流れとなり、露

出岩礁帯では水深 1~5m と浅く更に緩かな流れで、渦

流を形成している。乙の稚貝場では、総体的にみて、

方向不定の渦流域が存在しているものとみられる。

同様に川口地区についてみると、天然稚貝場の中は、

乙浜の場合と異なり水深 1~ 2mと板めて浅いため、

表 1-3-2 安房地区の各調査点のM2M1の長軸方向と最大流速

ST. 
M， MI 

7Jく 深 長軸方向 最大流速 7Jく k 作刊 長軸方向 最大流速

1 2 m 98。 20 cm/S 2 m 95。 19cm/Sec 

2 2 74 11 2 73 14 
3 2 94 13 2 96 20 
4 2 69 18 2 75 21 
4 8 72 20 8 101 6 

6 2 64 10 2 47 8 
7 2 52 11 2 35 19 
8 2 6 6 2 43 27 
9 2 20 7 2 47 28 
9 10 100 4 10 39 22 

11 2 25 8 2 42 18 
12 2 38 10 2 35 10 
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図 1.3・18 il，T流板による布良瀬周辺の流況(1977.6.8~14調査 2 点間30分)

;毎流ttiのj旦跡ができないのでその近くの流況を求めた。

その結果、流速は緩かでかつ流出jが 定せず複雑な渦

流現象がみられた。

これら両地区のiff:f!沈着場の流況についてさらに流

速計による観測の結果、乙i兵では多方向流況となり、

R層、中層、 ド層の流れは一致していないうえ流速も

5~ 6cm品目の|日流となっている。 I1111地先ではffH!場

より若干離れたミオすじでは東北方Injの速い流れ (30

-40cm/sC'c)があり、H主只場i中は乙話、|白;Jt長t方l白l流?兄で流

速も 5~ lOcm/sccとなって苦しく小さい。

イ 忽戸・白子j也先の流況

111仁HJ.::ftの干倉町忽戸~自子地先についての流況は

海流板で調査しその結果は図 1-3 -20に示したとお

りである。平館から千田に五る問は岩礁帯が展開し、

潮流も多方向性をもっており、沿岸に近付くにつれて

30分間の流程は小さくなっていることから、沿岸浅所

はかなり緩かな多方向流況があるとみられる。

また、白子から千倉にかけては、矢原白 f地先に乙

j兵川口の場合と同様に列状暗礁が発達しており、この

礁には殻長 4~ 8 cmのクロアワビ稚貝の分布がみられ

る戸庁である。この}色区の海i責ttiによるィ荒;兄l土tlliめて多

方向性をもち、列.1);暗礁の岸側ではj品流を形成し緩や

かとなっていることが知られた。

矢原~干倉は砂浜が広がり、沖合に岩礁が点、在して

いる。この地区は南部の千倉から矢原へ向うゆるやか

な流れが観測された。

V.考察

安房地区の沿岸では、沖合を黒潮が北上しており、

その反対t域にクロアワビ漁湯が展開している。沿岸流

の方向は、 一般に雨または南西流となり、乙浜から白

問津にかけての白浜町沿岸では混合潮型であり、千田

から白間津にかけての千倉町沿岸は 11周期潮主~となり

川11て、は再び混合型となる。

天然稚員場で、ある実験礁周辺および白子、忽戸地先

周辺では複維な渦流が存在し、流i主も緩やかであるこ

とから稚日沈着の要因の一つにあげられるものとみら

れる。

また、これらの稚貝場も沖合の潮が接岸したり厄¥i.良

などに上り、渦流域は不安定になる3ととが観測されて

いることから、必ずしも、一定の場所にff，貝沈着があ

るとは言い難い。

VI 文献
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宜生物弱査

クロアワビを対象として大規模増殖場を開発する場

合、クロアワピの生態を十分に把握し生息場の特性や

産卵の機構、受精卵がふ化して浮遊幼生となり稚貝と

してどんな場に沈着するか、沈着後の歩留り、住み場

の特性、競合生物等未解明な部分が多く残されている

ためごれらを早急に解明しなければならない。

夷隅地区の調査ではクロアワビの産卵期、年令と成

長、漁場別の肥満度、天然稚貝の生息場さらにはクロ

アワビが造成した稚呉場に十分添加しない場合、その

場を有効に生かし、稚貝場として維持してゆくために

人工生産したクロアワビの浮遊幼生を添加する技術の

開発研究、さらには夷隅地区のアワビ漁業の実体、ア

ワピ資源の実態の把握に努めてとりまとめた。

安房地区では、事業対象生物として、夷隅地区同様

にクロアワピを取りあげその産卵期の検討、産卵ふ化

した浮遊幼生の移送沈着についての推定、 j農縮沈着場

の究明、沈着の部分、天然における稚貝場の地形上か

らみた分布を推定するための関取による調査等から稚

貝場の特性の推定と]11口、乙浜地先の天然稚貝場にお

けるアワビ稚貝の婿集の資料についての検討、さらに

は天然において十分な稚貝の沈着がなかった場合の対

策として、夷隔地区の調査から継続している人工生産

クロアワピ幼生を礁へ添加するための技術の開発研究

について検討を加えた。とくに、クロアワピ浮遊幼生

の移送沈着については産卵場から産卵ふ化した浮遊幼

生がどのような経路で移送し、どこに沈着するかの決

め手として、流j兄等の要因があげられるが、何よりも

浮遊幼生の移動を追跡することカ苛在実在方法と考えら

れる。したがってその手段として浮遊幼生の生体染色

の実験も試みており、ある程度実用化のめどがつくま

でに至っているので、今後はl司比重の発泡材用のエス

レンビーズも併わせて使用する段取りになっている。

成貝については漁場におけるクロアワピの生態を把

握して資源の維持と増大を図るためにこの地区のアワ

ピ漁場と海底地形の関係、さらには漁場の利用状況を

把握するほか、産卵に関与できる母貝の大きさを求め

て、将来、資源推計に役立てようとするもので、それ

にはこの地区のアワピの餌料条内を加味し、アワビの

肥満度ーからその漁場価値を判断するほか、漁場におけ

るクロアワピの年令構成を推定するための年令と成長

の関係を求めようとした。

また、この地区のクロアワピのストック量について

も言及してその地区での漁場利用の適正化についても

検討しつつ、クロアワピ資源の増大を図り、その結末

として稚貝礁、母貝礁の構造、規模ならびに位置関係

を割り出そうとするものである。

1.クロアワビの資源生態

a.産卵期

夷隅地区を対象にした調査では、クロアワピの産卵

期は、南部ほどその盛期が遅くなることが予察された。

す寺わち、千葉県を全l果的視野からみると銚子地区で

は7月中旬に産卵感期となり、南の大原町では、 8月

に入り、勝浦市では 8~12月、安房郡千倉町]1 1 口では

さらに遅れて 11~ 1月に盛期になっていることが判明

した。

アワビの産卵期は、その年の水温等環境の変化に影

響を受けて決まるものとみられ、その盛期は年によっ

て変動するものとみられる。

クロアワピの産卵期を知るごとは、将来、産卵から

沈着にいたる機構解明とともに、量的把握によって資

源添加量のオーダーを推察する手掛りとなるなど、大

規模増殖場開発事業を推進するうえでの基礎となるの

で、夷問地区に引続いて、この地区でも千倉町川口お

よび、白浜町川下の 2漁場を選んで産卵期の調査を実

施したのでその結果を報告する。

産卵期を推定する方法として、肝臓角状部を包むよ

うにして生五割阜が発達し、雌では緑色に、雄は乳白ち

になることが知られている。そこで、毎月 1 回 9~11

1国体(平均10個体)採捕した試料の肝臓角状部(生殖

腺)を取り出して10%中性ホルマリンで固定し、図E

1-1のとおり、末端部から 1Cmの部分で切断し、

生殖巣の厚さの比を求めた。

A B 

B 

(R-R')IPXIO'~GI 

図n-1-1 生殖腺熟度指数 GI

1 .千倉町川口産クロアワピ

実験に供したクロアワピは、川口漁場の同一区域内

で採捕したものであり、その殻長は103.0~175.白m平

均133.67mmの{国体であった。昭和52年1月から54年2

月までの試料数は2691固体であった。

昭和51年1月13日から54年2月28日にかけての生殖
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月に草寺了した。

ii，白浜町川下産クロアワビ

白浜町川下、JlI下漁i街中合のクロアワピを試料とし

て安房地区南部の代表値とした。試料は昭和51年6月

17日から 8月17日にかけての3か月は、各月 51国体計

151国体、昭和52年5月20日から54年2月21日の21か月

間は、毎月 7-11個体計211偲体である。

殻長l土96.1-170.8mm平均142.23mmの1団体を試料と

した。昭和51年6月17日から54年2月27日までの生殖

腺熟度指数の月別雌雄別変化は図][-1-3に示した

とおりである。

昭和51年6月から 8月にかけての3か月間のGIの変

化についてぶると、 6月17日にわずかに雌で認められ

ていたものが、 7月29日になると、雌では急激な発達

を示す。そして、 8月17日には、縫も発達が認められ

るようになる。

次に昭和52年5月20日から53年1月初日までの 9か

月間のGIの変化は以下のとおりである。

5月20日には雄のみ26.67.と生殖巣が認められたが、

腺熟度指数の月別変化は図亘 1-2に示したとおり

である。図から昭和51年の産卵盛期は、51年10月下旬か

ら12月にかけて完熟1犬態になっているうえ、GIも高い

i査となっている。しかし、 52年 1月13日には著しく低

下し、雌雄とも32.81、36.99となり、 3月15日まで続い

ている(♀30.70、古 36.08)04月15日では雄16.25、推

16.47と痕跡程度となり、以降更に低下してゆき 6月初

日には雄が、 7月21日には雌が判別できなくなってし

まう。肉眼的に雌雄判別のできなくなった生殖巣は、

8月30日になって急に肥大し始め、雌32.85、雄28.92を

示し、さらに 1か月後の9月24日にはそれぞれ78.16、

72.04と完熟期に入札10月24日に雌88.20、雄75.74と

この年の最高値となり産卵盛期に入る。

産卵盛期の11月21日の試料では雌、雄ともそれぞれ

51.43、56.63と著しい減少を示し、産卵が行われたこと

を示唆している。その後、 12月9日になって生殖腺の

肥厚が認められ、 53年 1月19日に錐雄とも著しい減少

(♀52.15、古 39.64)がみられ、再び産卵が行われたと

考えられる。 53年は前年より産卵の山が大きく 54年1
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8月28日になると雌、雄ともそれぞれ、12.50、19.28と

なる。しかし、 7月22日には雌雄ともに判別ができ在

〈在る。これは51年の場合と同様、産卵によるものか

否かは明らかでないがP初日の可能性も十分?号えられる 0

8月30日では雌雄ともそれぞれ22.34、39.15と生殖巣

が認められ、ついで9月27日には雌70.38、雄47.68と

著しく発達し、 11月7t1に雌100.00、旋回.74と完熟状

態になり、12月9日に人って雌推ともそれぞれ56.53、

71.73と月初Hの盛期に入り、5311'1月20日では、それそ

れ31目 11、27.50と産卵が続いている。また、 53年 8月

22Hまでは雌で31.66~ 10.99、推29.16~ 14.43となり、

しかも佐官'1の判明する個体は著しく少なくなっている。

しかし、 9月2111には雌50.00、推49.12と急激に発達

し、 10月25臼に雌86.71、推85.15と産卯盛期lこ入り、

11月20日にはそれぞれ79.50、83.47とt球少するものの

12月20にこの可抗高の94.18、75.10を示したのち、 54

年1月2311に人って、 9.36、1.32と生殖巣の確認すら

困難になって産卯は終了したことを示している。

111.考察

クロアワピの産卵期は、千倉町川口地先では、盛期

が、昭和52年を除いて10月下旬から 1月下旬と推定さ

れるが、 52年には、 9月下旬から 1月に及び、その G

Iの山も 10月下旬、 12月上旬と 2峰性をもっている。

また、昭和51、53司ーでは、主産卯期の他に4月頃に

再ひ'GIが117iくなり、容の産卵の可能f生も充分考えられ

るが、性別不明個体の比から判断して、春の産ljlJは量

的に少ないとみられる。しかし、 52年の場合には、春

のGIの山は判然としない。これらは、積算j昆度に関与

しているとみられるt
白浜町川ド地先では、川L-lの場合と同じで、盛期は

10月下旬から 12月下旬とみられるが、 52年は11月以降

急激にGIの低下があるが53年では11月に一度低下して

12月に再び高くなって 1月には治どなくなる。

iV.文献

1 )宿貯 峻 :Tワピとその増養殖、本産増養殖叢書

11. 日本水産資源fi~~新品会 (1966)

2 )干葉県水産試験場:昭和50、51年度大規模増魁1号

開発事業調査結果報告書千葉県本産試験場業績

町、 1~ 102 (1977) 

3 )菊池省吾・浮永久:アワビ属の採卯技術に関する

研究、第 1報、エゾアワビHaliotisdiscus Hannai 

1"'0の{生成熟と温度との関係、東北水研報 33 

69~78 (1974) 

b. 浮遊幼生

昭和52年10月6H、31日の 2凶は⑮ネットによる垂

直係集をしたが、 52年11月8日以後は、すべて北原式

定量ネットを用いて底から表面までの黍直採集によっ

た。調査点は千倉町川口から平磯へかけての海域で4

~7 点、乙浜港周辺の海域で4~7点、白間津地先の

アワビ中間育成場で 1点とした(図II-1-4、5)。

採集した試料は生かしたまま持ち帰り、直ちに万能投

影器、または実体検微鏡で検鏡L、アワビ幼生とその他

の巻員幼生について全数を取り出すよう努めた。 t戸水

量はネットυf平曲積 (0.04ぱ)x曳網距離として求め、

出現したアワピ幼生の個体数をnt当りに換算した。調

査時には表層、!氏層の水温と表層水の塩分を測定ーした

(付表 II-1-1、2)。

i .被而子幼生、卵、担斡子幼生の出現数

千葉県沿岸にはクロアワピ、メカイアワピ、マダカ

アワビの 3種類が生息しており、これらの浮遊期から

底接初期の形態的特徴に関しては、村IU (1935)"，猪

野(1952)"の研究があるが、当水試ではこれら 3種の

人工採苗を行ない、それらの卯、幼生について形態の

比較検討をしたところ、この段階での種の同定は短めて

困難であった。ここでは、 3種を合わせてアワビ幼生

として}&うことにする。

表II-1-1に出現したアワピベリジャー幼生と卯

およびトロコフォアー幼生のi国体数を示した。ベリジ

ャー幼生は昭和52年11月21日に自問津~乙浜地先で全

調査点に320~1431f同体/ぱ、また川 IJ~平磯地先で 4

}~，中 2 点に 5 および1l3 f国体 /rrì 出現した。12月 27 日に

は、臼問津~乙j兵j也先のSt.3で3個体/rri、SI.8で

4，IIIU地先のSt.4で 5f団体/ぱが得られたのみとな

り、昭和53月1月初日には全く出現しなかった。これは

川口産クロアワビの生殖腺熟度指数の変化とよく符合し

ている。つまり、 9月頃から生殖巣の発達が開始され、

10月24日の試料では、 GIが最高値を示し、その後11月

21日にはGIが急減していることから11月上旬から中台j

にかけて産卯の盛期lがあったことがうかがわれる。

昭和53年では10月24日に自問津~乙浜地先のSI. 8 

に31(1固体/rri、SI.9に16、SI.I0に5また，11I 1 1地先

ではSI，4のみに4個体/ぱ出現した。 11月は時化のた

め詞宣回数も少なく、また調査海域も川口~平磯地先

に!浪られたためか、幼生は全く得られなかった。 12月

4日には自問津地先のお.5、SI.I0に各3個体/rri、

川口~平磯地先の SI.4、St.6にそれそれ4、6f固

体/ぜが出現し、昭和54年 1月5日には白間津~乙浜

地先のSI.8、SI.9にそれぞれ2、6個体/ぱ出現し
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図II-I-5 111 仁l、時地先浮遊幼生採集点(St ， 3は末一~
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昭和52年には、一時期に多量の幼生が出現し、その

後1か月のうちにほぼ産卵がf冬了したと思われるのに

あIし、 53年では10月24、12月4日、翌1月5日ととび

とびに、しかも少量の幼生が出現したに，fi/Jき、ない。年

によりこのような差が生じる原因としては、あるJm卯

の誘凶カ苛車く作用した年には、一斉に産卯が行われ、

そのため多量の幼生が出現すること、あるいは、産卵
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衰lI-l-l 7ワピベリジャー幼生，卯・トロコフォア幼生の出現数
個宇/rr!()内は卯とトロゴフォア

ぷL 自問津~乙浜地先

1 3 5 7 8 9 10 

52.10.6 。。。。。。。
10.31 。。。。/ 。。
11.8 / 。。。/ 。。
11.21 / 1431 590 / 320 727 517 

12.27 / 3 。/ 4 / 。
53.1.11 / 。。。。/ 。

1.20 / 。。/ 。。。
10.3 08304 890  

/ (SvSl (214) (3
v
4) (5"0) ('Z67) {制

10.24 / 。。/ 31 16 5 

11.8 / 。。/ 。。。
11.15 / / / / / / / 

11.24 / / / / / / / 
12.4 / 。3 / 。 3 。(16) 

12.8 / 。。/ / / 。
12.12 

。
/ 111。/ 。。。

12.23 / 。。/ 。。。
54.1.5 

。
/ 161。 2 6 

/ 1 5 1 (1:11 0 

1.8 / 。。/ 。。。
1.12 / / / / / / / 

1.17 / 。。/ 。。9 

2.10 11PItJ  L_ 

そのものは毎年ほぼ同じように行なわれるが、その時

の流れによって水平的分布が異なることなどが考えら

れる。しかしアワビの浮遊期は 1週間以内と短かく、

53年に少数の幼生しか採集できなかったのは、調査の

タイミングが悪かったためだけとも考えられ、今後さ

らにま豆かい浮遊期を捕なう頻繁在調査を行者うことに

より上記の諸点について究明していかなければならな

しミ。

卯およびトロコフォアー幼生については、昭和53年

10月3日に全点で 8~267個体/ぱの桑実期の卯(ホル

マリン固定試料で卯径210~230戸)が得られたが、同

時にアワピ被面子幼生に酷似しているが、費支の彫刻jが

単純である点や、幼殻先端部が肥厚しているなどの点

で明らかにアワピとは別種と思われる幼生が得られて

いるごとからこれらの卯がアワビのものであるか否か

は明らかでない。昭和54年1月5日には白問i幸~乙浜

地先のSt.3、St.8、St.9の3点でそれぞれ6、5、

11個体/ぱ、川Lト平磯地先では全点に 4~541国体 /nf

のふ化直前の卵が得られた。この時には、アワビ被面

子幼生も少数ではあるが出現しているごとから、アワ

川口~平磯地先
開3白;ttゑ草宙局1 2 4 5 6 7 8 9 10 

/' /' 。。。。。。。 。
。/ 。。。/ 。。。 。
/ / 。/ 。/ / 。。 / 

/ / 。/ 113/ / 。5 0.5 

。/ 5 / 。/ / 。。 。
/ / 。/ 。/ / 。。 。
/ / 。/ 。/ / 。。 。
/ / / /1 ι/ /( ij /  {。18) 
。。4 / 。/ / 。。 。
/ 。。/ 。/ / 。。 。
。。。/ 。/ / 。。 / 

/ / 。/ 。/ / 。。 / 

/ 。4 / 6 / / 。。 。
/ 。。/ 。/ / 。。 。
/ / / / 。/ / 。。 。
/ 。。/ 。/ / 。。 。

o 0 0 0 0 
/ 111 (1"1) / 15(> / / 1331 l!zl 

。
/ 。。/ 。/ / 。。 。
/ / 。 。

/161/ / 。。 / 

/ 。。/ 。/ / 。。 。
/ 0 0/0  / / 0 0 。

ビ卯である可能性があると考え、水槽で、の飼育を行を

い、 1月6日には、被面子幼生に変態し、 1月13臼に

は5個体が沈着直前の段階に達し 3月3日には I個体

のみが生残り、殻長800μlこ成長してアワビであるごと

均苛童認できた。しかし、種類の同定はできなかった。

現段F皆では卵、担給子幼生期でアワピであるか否か

を判断するのは極めて困難であり、少なくとも被面子

幼生まで飼育して確認するのが至当主考える。

ii目産卵の誘因

アワピの産卵誘因のーっとして水温が考えられる。

図日 1-6に、昭和52年、 53年の 7月から 12月まで

の水温の変化を示した(当水試の導水管内、水深2m

で毎日 9時に観測)。また同図中に幼生採集時に測定し

た水温も示してある (x印)。導水管内の水温はアワビ

漁場の水温より常に 2~3 'C低〈経過し、外海水温を

正しく示してはいないが、その変動傾向は反映されて

いると考えられる。

昭和52年11月21日に大量採集された被面子幼生は、

幼殻長2901' (20個体調l陀)で表1I-1ー19の形態番号

20に相当するものであった。この段階には、水温20'C



前後では4~5 日で到達する乙とから、産卵の行われ

た日を逆算すれば、 11月 16~17日頃と推定される。水

温の変動は、 11月下旬から 20"C以下になったが、そ

の後、 11月 4~8 日と 13~17 日の 2 回、 20"C台を示す

高温見Jがあり、その前後は 1 日に1.6~2.5"Cという激

しい温度変化が認められる。乙れがアワピの産卵を促

がした大きな要因となった事が推定される。昭和53年

には、 10月下旬に20"C以下を記録した後、前年に見ら

れたような激しい温度変化を伴なう高温期はなく、 17

~191むの聞で細かく変動している(図Eー 1-6 、表

1I-1-2)。乙のような水温変動を示す年には、大量

の産卵が行在われにくいと考えられ、この点について

は、川口産のクロアワビのGIが昭和54年1月22日に依

然として高い値を示している事からも裏付けられるよ

うである。しかし、昭和53年11月中や、 54年1月以降

は、短い浮遊山jを補なうだけの調査がなされていない

ため、今後、さらに調査の積み重ねにより十分な検討

がなされなければならない。また、 1井わせて産卵の誘

5
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因として考えられる他の要素についても、さらに検討

する必要がある。

iii.文献

1) Murayama. S. On the development 01 the 

Japnese abalone， H. gigantea. Jour. of coll. 

of Agri. Tokyo，Imp. Univ. (1935) 

2 )猪野峻:邦産アワビ属の増殖に関する生物学的

研究東海区水研報5 (1952) 

C.安房地区のアワビ天然稚貝場

安房地区のアワビ天然稚貝場がどのように分布して

いるかを知るため、千倉町、白浜町および館山市相ノ

浜にいたる漁場について、それぞれの地先の海士(女)

に関取ってまとめたものである。

結果は表Eー 1-3および図1I-1← 7にまとめて

示したとおりである。表および図から、稚貝場の特性

は多くの場合、水深が潮干帯から 7m前後に及び小型

貝のみられる場は、浅い場が多い傾向となっている。

表Eー1-2 句別平均水温と偏差

1月

昭和 52年度 昭和 53年度

上 19.9士0.88 18.1 :1:1.12 

7 中 19.5士1.96 19.5土0.91

下 21.2士0.95 19.4:1:1.11 

上 21. 9:1:0. 79 20.5土1目 69

8 中 22.1士0.50 19.5土1.74 

下 22.2:1:1.00 20.8土2.00

上 23.6:1:0.60 23.4士0.79

9 中 21.9土0.99 23.4:1:0.75 
干. 22.4士0.57 22.8土0.35

上 21.4士0.34 22.4土0.48

10 中 20.3:1:0.38 21.9士0.91

下 20.4土0.65 20.2士0.75

上 19.5士0.84 19.1士0.64

11 中 18.9士1.09 18.6士0.67

下 16.5土1.47 17.4土1.29

上 16.3士0.54 15.7土0.78

12 中 16.6士0.74 15.6土0.80

下 15.2士0.51 15.0土0.56

上 13.3士1.07 15.2土0.75

1 中 12.7士1.03 13.7士1.12

下 13.7:1:1.22 12.8土0.68

上 13.3土0.78 12.4士1.20

2 中 13.7:1:0.36 13.5士0.67

下 13.1士0.64 14.4:1:0.50 
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安房I也氏クロアワビ天然ff~貝J尋問取結果

地区 f艮の 名 称 水深 底 質 面積 IIの大きさ 密 度 植生その他

白 子 クロヤマ(禁漁[5{) O~7  m f見 閥均 2ωX300" 25-100 国 5 20ケ/倒 深所、アフメ、品所、石灰務

干 倉 オォ 島市東側 2 4 tl<.大型転七 100X30 110 J'1下 アラメ多い

平 館 ツ ナ ギ 4 - 5 f艮 110 1、iト アフメ

" 韮 石 堀 3 - 5 大 ~Æ 転七 50-大型民 7ラメ

忽 戸 ツポネーコウゾク 3 - 6 tJI.サオ，転fi 20 - 70 4 20ケ/石 アラメ、紅藻も tぃ

}I[ 日 禁漁区 N'--帯 1 - 2 f艮，掬，転石 70 10-15ケ/行 アフメ(コパタ)、石灰藻

磁 タ ツ 、 潮干帯一 根，悶(石) 30-110 アフメ、石Il(~呆(高所)

干 田 チ 弓・ ン、 ラ 2 恨 (i中への樹) 110 n下 • " 
。 大 ノ〈 ザ イ 2 " 120 nド • • 
• ン 弓' ク ンtJI 4 - 5 " 4砂 " ぞ〉

大 }I[ ホ/才、の t華冊t 2 - 4 転石(様-60cm) 200X100 40-100 アフメ、灘間モク類

七 4市 乙 浜 i在 先 1 - 5 転石 (-80cm) 200 x 100 20-100 2 20ケ/七 アフメ

れ ?兵 アサイシ~オオサ - 5 1畏，小型転石 30-120 。

" n 島 埼 - 3 転石(40-50cm) 狭 L、 50-100 4シ

" 江ノ島灘倒 。-2 転石 (50-60cm) " 
11[ F コニ ピ ス tIl f艮，大型転石 50-100 j与 l、 " 

" ナ ガ ン て才 5 事足 七 50-100 イシ

" ンョウンヨ IツーアカtIl 4 - 10 f艮，大~~転石 • 
1民 本 カ メ グス根 6 - 7 恨， 大主リ転石 20 50 5 ケ / 石 • 

。 ヨース 長五郎恨 4 - 5 章式 石 20 - 50 。3ケ/.fi • 
布 良 トッツのハナ ~lll 1.5-4 恨(サ十場) 50-100 l ケ/石 コパタよりトサカ'少ない

相 ;兵 恨 2 根(沖への閥) 40-100 コパタ若干

表 II-1-3
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安房地区のクロアワピ天然稚貝場の分布(1977.5.19--6.19聞取による)図E争 1.7



また、稚貝の生息場としての底質は転石、サオ、械

がj;く、特に小型転石では、小型貝の生息量が多い。

I単位当りの稚貝の生息密度としては、転石 II国当

り201国体以内である。

稚貝場周辺の植生は、アラメが共通種となっており、

石灰藻がアラメ場より浅い礁上に分布しているものが

多い。

稚貝場の地形的展開は、宣言出した様、岬および時礁

のかげの部分が多く、流況との関係があるとみられる

ような起伏の著しい局部的在部分であることが多いよ

うである。

d.天然稚貝場における沈着幼生

天然におけるアワビ浮遊幼生の沈着場所を知ること

は、アワビ成貝生息場との関連で稚貝I首殖場を造成す

るうえで重要なことである。ここでは天然の海底下に

ある燦およびアワビ'尖験礁表面に沈着した付着物を調

べ、巻貝の種類と個体数、さらに沈着したアワピの!団

体数等から、アワビ幼生の沈着場の検討をした。

調査!時期は昭和52 、 53両年の11~12月および54年 1

月で、それぞれの調査海域は図II-1 -8 ~12に示し

たとおりである。千倉町川IIJ也先海域は水深 5m i:J，浅

の禁漁Iま内であるが、このi中には暗礁が列状に展開し

ており、 j庄はここで砕j皮される。乙浜~自問津の場は、

川口の場合間後にi中に列状暗礁があり、沖合で、水深10

~15m 、稚貝場で 6m 前後と川口の場より若干深い。

fitj浦市大沢および豊浜の調宣点は、発達した海食i;J:

のi朝間帯IAJ湾筋iH;分である。勝浦市1i'川では、行川ア

イランド前の干潮時に露出するシマ(島)付近の水深

5m前後のf暑である。

調査方法はスキューパ潜水により海底の磯およびア

ワビ実験礁の蛇篭内の磯については、採集時に庖ピ製

の袋で包み沈着稚貝の脱落を防いだ{也、アワビ実験礁

のうち蝶型およびL型コンクリ ト礁(図田-2-4) 

は船に揚げ持帰り、際、アワビ礁表面の沈着物をすべ

てブラシで落とし、直ちに検境するかまたは、ホルマ

リンi司定後検鏡した。これらの実験礁は、昭和52年12

月22日に白間津地先へ、 53年2月15日に川口地先に設

置したものである。

昭和52年は、天然の磯への沈着物について調査し、

53、54両irは主に実験礁沈着物について調査した。 沈

着物については主に巻貝と有孔虫類の検討をした。 沈

着巻貝の種類と数は、隊、アワビ礁1f固当りの数とし

て求めた。種の同定は不明で、ある場合が多く、出現し

た形態をスケッチし、その図と照合して行なった。採

集したアワビ類の同定は人工採卵、発生させたクロア
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ワピ、メカイアワビ、マダカアワビの幼生を参考にし

た。多様度指数 (D)は、巻貝幼生の種類数 (S) と

個体数 (N)で表わし、次式によった。

D~ (S-1) /10目eN

i ，小篠沈着のアワビ幼生

昭和52年に小礁から採集したアワピ幼生の殻長組成

は表 II-1-4、図II-1ー 13に示したとおりであ向。

川口地先St.2の4個の小磯からは、 11月21日に計

25個体のアワビ幼生が採集された。それぞれの磯ごと

の大きさと幼生数は、長径15cm短径10cmの小磯2個に

それそれ 11団体、20cm四方のものから 3f国体、長径20cm

短径15cmの磯から20個体と在っており、 1m当りでは

250個体の幼生沈着量となっている。これらの幼生の殻

長は290~310μが22f国体 ，450~4701' 2 個体，470~490μ

1 1悶体である。これら幼生のうち、面盤を持っている

ものが2901'の大きさで 21固体認められた。 11月24日に

は同地点の25X20cmの燦から殻長350~370μ、450~470

μ、550~570μのものそれぞれ 1 f国体計31悶体カ守来集されたn

この時のj士者密度は60f間体/ばである。

図II.1.8 川口地先詞査地点
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乙浜~白間?朝也先のSI.3では、 11月24日に段蕩ちした

岩有終茎みの20Xl5cmの障害から541国体、岩司程上の20X15cm

の磯から251固体言t79個体採集され、この時の沈着密度

は1316.71団体1mとなって川口のそれより著しく多い。

。

1/10，仮~

圃『Eom

図II-1・9 白間津~乙浜地先調査地点

・白間津St.3 企自問i宰実験魚礁

圃乙浜実験魚礁

図II.卜10 大沢地先調査地点

。 100 200 

図II'1-11 豊浜地先調査点

ミト。
j兵行川地先調査地点
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表ll-I-4 転石に沈着した天然アワビ幼注の殻長組成
(1977年)

月 日 11/21 11/21 11/21 11/21 11/24 11/24 11/24 12/1 12/1 12/1 12/21 

採集場所
川口 111 日 111 口 川口 自問捧St.自問津St. 111 口 自問津 自問津 自問津 自問津 計
S t .2 S t .2 S t .2 S t .2 根の下 3根の上 3 S t .2 実験場 S t .3 S t .3 中間育成増

石の大きさ 20X15闇 20x15四 15xl0剖 20X20聞 20X15問 20X15四 25X20開 15XIO四 20X15開 20X15四 20X2駈司
措長ρ

290-310 18 1 1 2 2 5 6 35 

310-330 9 1 10 

330-350 14 3 11 

350-310 23 16 l 40 

310-390 

390-410 3 3 

410-430 1 1 

430-450 1 1 

450-470 2 1 2 5 

470-490 1 1 

490-510 l 2 6 9 

510-530 2 2 

530-550 4 4 

550-570 1 2 2 1 6 

570-590 1 I 

590-610 3 1 4 

610-630 

630-650 

650-670 

610-690 

690-710 1 1 

710-730 

730-750 

750-770 

770-790 

790-810 

810-830 1 1 

830-850 

850-870 

870-890 

890-910 

910-930 

930-950 

950-970 

910-990 

990-1010 

1010-1030 
1※ l 

計 20 1 1 3 54 25 3 5 4 25 1 142 

措クロ，メカイと異在るアワビM'型



11.小燦i士者の巻H、:{f孔虫

昭和52~54年の 3 か年に亘って採集した巻Hの種類

と個体数は表百一 1-5~7 に示したとおりで、巻貝

幼生の形態は図!I -1-14~17に示した。

川lけ也先海域についてH百如52年11月21日、 S t • 

2でf:r，耳Zした小燦 4[1司にi土庁していた巻共は 2~ 12f;通

路、 3~37f同体認められ、多十手度指数は0.9~3.3であ

った。有孔虫は43~137個体認められ、アワビ幼生 11聞

休に対し、アワピ以外の巻貝幼生2.56個体、有孔虫、

16.16f固体に相当し、障害ごとにみるとアワビ幼生が20f団

体沈着した燦では巻貝12種37f固体で多係度指数は3.1

と高い(表!I-1-5)。昭和53年11月17日、SI. 2付近

の禁漁[;;(内の礁には幼殻長400戸のアワビ'Olj}生が1個[ギ

it若していたが{也の巻貝・イI孔!p，はみられなかったo

fii[年12月7Hには、実験礁2の蛇篭を解体し、蛇篭 k

i百;の 2f固の小擦を調べたところ、 t，'のおの巻貝は 2種

類2f国体で少なし、。アワビのし型礁には10種類16個体

の巻只が認められ多様度指数は3.3と高いが、アワビガj

生は 1f国体認められたに過ぎなかった(表I!-1-5)，

実験時 lの蛇篭内の擦では、それぞれ 6、 3種主!l6、5

個体の巻貝沈着があったが、アワビ幼生は発見できな

かった。

また同地区の平板には 8種17個体の巻l!幼生があっ

自問津地先
12月1日

n=34 

Q ，J:コL

自問津地先
11月24日
n=79 

Jk  
Q 

34 

l
h凶
l

4 

個別

16 

12 

8 
f卒

JIIJJSt.211月24R n~3 

川口SL2
11月21日
11=25 

一E4E
2
0
1
2
0
 

主 主 主 2 22
I 1 I I I 1 
~ ~肌~ ~ m 

E 苫苫~ :g呂

殻 長 (μ)

車iiGに決着した天然アワピ幼生の殻長組成

。m
o
i君。

当
o
l
E
O

ωω

。l
a
o

N
e
o
t
ω
H
O
 

0

6

 

2

1

 

数

(

伺

)

12 

8 

4 

。

円

~。
昭和54年1月10日の実験礁 1、2の蛇篭上部、下古j;

の礁への巻貝付着は 0~2種 0~2 個体と詳しく少な

い。問実験礁 21liH互の天然際には 3種 3個体の巻只が

認められた。

白間津・乙浜地先海域についてみると、昭和同年11

月24日にS1.3の岩礁段落ち部分の磯に沈著した巻貝

は10種72fl国体で多係度指数2.1であった。このうち、ア

ワビ幼生が54f国体沈著しており、この磯ではアワピガJ

生 1f間体当りl.31国体の巻貝沈着数となり、アワピ沈着

が短めて高い。

St.3岩線上にある礁に沈着した巻貝は 6I重371国体、

多様度指数l.4で、アワピ幼生1[.悶体当りの巻只沈着

数はl.48である(表I!-1-5)。同年12月1日にお

けるSI .3の小磯 (15X10cm)には 9極12個体の巻貝

沈着があり、多様度指数3.3、と求められたがアワビガJ

生の沈着は認められなかった。しかし、残り 3個の隊

(20X 15cmが21問、 15X10cm)にはそれぞれ25、4、

5個体のアワビ幼生が沈着していたが、巻貝全伴、では

それぞれ 7、6、5種37、15、9f固体であり多綴度指数

はl.7、l.9、l.8と低い。なお、アワビ幼生 l個体当り

の巻貝沈着数はl.48、3.75、l.80f聞と求められる。

図I!'1-13 

沈着Ólj}生の殻長組成は290~410μが76個件、あり、 350-

370μにモードがある。また、 590-610戸、のものが3個

体あった。これらの幼生のうち雨量生が残っているもの

は290"で11固f本あった。

12月1H 1こは、白間j事実験礁付近の15XI0cmの小障害

から 5f間半、自問津地先SI.3 の40X15cmの礁から 4

1固体、 20X15cmの小磯から25個体計34個Ii-'の沈着が確

認され、沈着密度は323.8個体/nfと求められる。これ

ら幼生の大きさは、 290~310μ61国体、410~610μ26f国

体、 690~710μ 1f固体、810~830戸 1 f問件、で殻長290μ の

個体はすべて面鍛が消失していた。

昭和53年に採集したアワビ幼生数は少なく、川υ地

先禁漁区内の燦 (15XI4cm) から、 11月17日に殻長

400flOJものが1個体、同地先実験場2のL型礁(30X40

cm)から 12月7日に殻長350flOJもの 11国体、白間津地先

SI. 3の小磯(15X10cm)から 11月初日に殻長450μ1

個体、また、勝浦市行川地先の天然fif.li場、シマ付近

の小障害(15XI3cm)から殻長520、550、1025flの沈着幼

生が3個体認められた。このI侍の沈着密度は 153.81固

体/ぱとなる。しかし、勝浦市豊浜および大沢の潮間

帯からはアワビ沈着幼生の確認はできなかった。
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オ-K' K-l 

《最
Z Z E往来 Z'

320，μ 470μ 

オ 2 オ 3 ノイ一、¥オー4 オ 5

オ 8 オ 9

440，μ 370μ 百 F

500μ 640μ 

カ 5 カ 6 カ 7

350μi 1ノ~ 1，050μ 650fl 830μ 880fl 

図ll-I-14 時告に沈着している巻貝の幼生

"-7 カ ~13

bで三，lli'ジ

を動4基4弘

850fl 1，100μ 830μ 600fl 

5 大沢 1 メ三、大if{-2 』自』大沢一3 ぷ念巻、 r 

飽
520μ 600μ 370μ 

640-720，μ 650，μ 720μ 

図II-卜15 擦に沈着していlた!巻貝の幼生、および有孔虫類
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浜行a| 浜行bl 浜fTci 自問偽| 自問津bI乙浜a

ゆ 。?
270.μ| 190.μ 320.μ 

カ 14 カー15

盛
870..μ 

図I!.1.16 転石に沈着している巻貝の幼生

アワピ| アワピ

290.μ 320.μ 

※アワピ1VI、lVI'はアワビではない

350..40.0.μ 530..820.μ 450..μ 1，0.30.μ 

図I!.1.17 磯に沈着しているアワビの幼生

昭和53年12月6日に白関津地先蛇篭内上部の磯を調

べた所巻貝は平均1.3種類1.31国体(磯3個)で沈着数

は著しく少なく、また篭中層部の磯には巻貝の沈着が

なかった。 燦型アワピ稚貝礁では10種目個体の沈着

があり、多様度指数3.3と求められたが、アワピ幼生は

認められなかった(表I!-1-6) 0' 11月20日、 St . 3 

の小型車 (15x10cm)には、幼殻長 450μ のアワピ幼生

lf国体の沈着があり、巻貝は4種7個体で多様度指数

1.7と求められた。アワピ幼生 1I悶{本当りでは 7.0'個の

巻貝沈着数となっている。昭和54年1月10日、蛇篭P;J

上部の磯および周辺のSt. 3の天然礁についてみると、

巻員はそれぞれ 3、2種9、2個体であり、ごの年は

天然においても巻貝の沈着が少在い年であったとみら

れる。

昭和53年11月初日から翌年 1月10日にかけて乙浜地

先実験礁内の天然傑およびアワピ礁についてみると、

表I! -1 ー 7 のとおりで、巻貝は 1~5種 1 ~ 51固体

で著しく少ないうえ、アワピ幼生もみられなかった。

勝浦市豊浜地先海域については、表I!-1-5のと

むり、昭和52年11月 25 日には、 6~8種目~22個体の

巻貝がみられ、多検度指数1.6~2.4であったが、この

礁にはアワビ幼生はみられない。

勝浦市大沢地先海域については、表I!-1-5のと

おり巻貝幼生は 8f重251国体、多様度指数2.2であるが、

アワピ幼生はなかった。

勝浦市行川地先シマの周辺では、表I!-1-7に示

したように、天然磯では11種18f固体の巻貝幼生が認め

られ多様度指数3.5と求められ、この磯には 3個体のア

ワピ幼生か確認された。この場ではアワピ 1個体当り

6.01固の巻貝幼生沈着数となった。出現したアワピ幼生

の殻長は520、550、1025戸であった。

iii.定置網浮竹に付着したアワビ稚貝

昭和36年7月21日、乙浜i巷東fs.Dおよそ1.000mの白

間津漁港i中に設置した大型定置網浮竹に多量のアワピ

稚員が付着したごとがある。

定置網は、昭和36年1月中旬から同年7月中旬に亘


